
福
島
原
発
事
故
に
よ
り
、
原
発
依

存
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
あ
り
方
が

問
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
共
産
党
区

議
団
は
６
月
23
日
か
ら
始
ま
っ
た
定

例
議
会
で
、
石
田
ち
ひ
ろ
議
員
の
本

会
議
質
問
で
区
長
に
原
発
撤
退
を
日

本
政
府
に
意
見
す
る
よ
う
求
め
る
と

と
も
に
、
品
川
区
議
会
と
し
て
も
政

府
に
意
見
書
を
提
出
す
る
よ
う
提
案

し
ま
し
た
。
案
文(

要
旨)

は
上
の
と

お
り
で
す
。
こ
の
提
案
に
対
す
る
各

党
の
態
度
は
７
月
５
日
の
議
会
運
営

委
員
会
で
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。

◆

福
島
第
１
原
発
の
事
故
で
は
、
原

発
周
辺
の
地
域
で
は
深
刻
な
放
射
能

汚
染
が
広
が
り
、
地
域
社
会
の
維
持

も
、
今
後
の
生
活
も
困
難
に
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
放
射
能
汚
染
は
首

都
圏
も
含
む
広
範
囲
に
わ
た
り
、
土

壌
、
水
、
食
料
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

原
発
事
故
は
、
他
の
事
故
に
は
な
い

重
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
、
原
発
と
人

間
社
会
が
共
存
で
き
な
い
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
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原発 へ意見を地方議会

か ら

共産党区議団が各党に呼びかけ

共産党 品川

こ
の
ニ
ュ
ー
ス

へ
の
ご
意
見
や

ご
質
問
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

憲
法

守
ろ
う

９条

廃
棄

原発からの撤退を求める意見書 (日本共産党提案･要旨)

福島第１原子力発電所の事故により、多くの住民が避難を余儀なくされるなど甚大

な被害をこうむりました。

原発は、ひとたび大量の放射性物質が放出されれば、被害は深刻かつ広範囲で、将

来にわたっても影響を及ぼします。日本政府は、安全が確認されたとして原発の再稼

働を容認。東海地震の予想震源域の真上にある浜岡原発も津波対策が完成すれば再稼

動を認める方針です。しかし、それで万全だという保障はありません。「安全神話」

を真摯に反省すべきです。

ドイツ、スイスが原発撤退を決め、イタリアは国民投票で原発反対派が圧勝しまし

た。日本国内でも原発撤退が多数。区民にも放射能への心配が広がっています。福島

県は原発に依存しない復興を打ち出し、他の原発設置自治体の首長も原発撤退

を訴えています。以上をふまえ、品川区議会は日本政府が原発からの撤退を決

断し、期限を決めて原発の全廃に取り組むよう求めます。



石
田
議
員
は
、｢

原
発
依
存
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
続
け
て
い
い
の
か

と
い
う
問
題
が
突
き
つ
け
ら
れ
て
い

ま
す｣

と
指
摘
。
子
ど
も
を
放
射
能

か
ら
守
り
た
い
と
の
一
心
で
南
相
馬

市
か
ら
知
人
を
頼
っ
て
品
川
区
内
に

避
難
し
て
き
ま
し
た
方
の｢

東
電
が

生
活
を
狂
わ
し
、
人
生
を
狂
わ
し
た｣

と
の
怒
り
の
声
も
紹
介
し
な
が
ら
、

濱
野
区
長
に
原
発
の
危
険
性
に
つ
い

て
の
認
識
を
質
す
と
と
も
に
原
発
か

ら
の
撤
退
を
国
に
求
め
る
よ
う
求
め

ま
し
た
。

し
か
し
、
濱
野
区
長
の
答
弁
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
国
の
問
題
だ
と
し

て
原
発
に
対
す
る
認
識
を
示
さ
ず
原

発
か
ら
の
撤
退
を
政
府
に
求
め
る
こ

と
も
拒
否
し
ま
し
た
。

区
長
は
、
原
発
に
苦
し
む

住
民･

自
治
体
に
心
よ
せ
て

福
島
県
は
原
発
に
頼
ら
な
い
復
興

を
掲
げ
、
原
発
設
置
県
や
近
隣
県
の

知
事
ら
が
次
々
に
原
発
再
開
へ
の
反

対
・
懸
念
を
表
明
し
て
い
ま
す
。
と

こ
ろ
が
、
政
府
は
原
発
の
安
全
が
確

認
さ
れ
た
と
し
て
設
置
自
治
体
に
運

転
再
開
を
要
請
し
ま
し
た
。

東
京
23
区
は
電
気
の
大
消
費
地
で

す
。
品
川
区
・
濱
野
区
長
は
原
発
を

押
し
付
け
る
側
に
な
る
の
で
は
な
く
、

原
発
に
苦
し
む
住
民
・
自
治
体
に
心

を
寄
せ
て
原
発
撤
退
を
政
府
に
求
め

る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

◆

石
田
議
員
の
質
問
は
他
に
、
太
陽

光
発
電
を
区
施
設
へ
の
設
置
と
民
間

住
宅
へ
の
普
及
。
ゴ
ー
ヤ
な
ど｢

緑

の
カ
ー
テ
ン｣

の
普
及
。
区
内
に
避

難
し
て
い
る
被
災
者
の
方
々
を
受
け

入
れ
る
区
民
住
宅
の
使
用
期
間
の
延

長
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

お困りのときは
ご相談ください

●くらし･区政の相談はいつでも受付けます。

●無料法律相談は７月１５日(金)
Pm6:30～です。

日本共産党みやざき克俊事務所

品川区豊町6-2-1 ℡3786-6674

お気軽に

弁護士が対応します

安全な自然エネルギーへ
転換･推進を

日本共産党は原発撤退ととも

に、自然エネルギー推進を提案

しています。日本の自然エネルギーは、

環境省などの調査でも太陽光、風力、水

力、地熱の発電能力は日本にある５４基

の原発の４０倍あるとされています。日

本の自然エネルギー技術は世界でも先進

的ですが、日本政府は自然エネルギーに

力を入れませんでした。この５年間でも、

原子力には２兆円以上の税金を使いなが

ら自然エネルギーは６５００億円以下。

税金の使い方を変えれば、自然エネルギー

の飛躍的普及は可能です。

自然エネルギーの導入は仕事と雇用を

増やします。さらに、低エネルギー社会

は大量生産、大量廃棄や長時間労働を見

直し、ゆとりある生活を実現します。

福
島
第
１
原
発
の
事
故
は
３
ヶ
月
以
上
経
っ
た
現
在
も
収
束
の

目
途
さ
え
た
た
ず
深
刻
な
事
態
が
広
が
る
一
方
で
す
。
今
定
例
議

会
初
日
の
本
会
議
で
日
本
共
産
党
の
石
田
ち
ひ
ろ
議
員
が
、
原
発

か
ら
の
撤
退
を
政
府
に
求
め
る
よ
う
区
長
に
迫
り
ま
し
た
。

石
田
ち
ひ
ろ
議
員
が

濱
野
区
長
に
質
す

原発廃棄
求めよ


